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長沼小学校 長縄跳び集会
　11 月 28 日、４年生以上の児童が一堂に会し、「長縄跳び集会」を体育館で開催しました。この集会は、

児童たちが協力する大切さと、目標に向かって努力する喜びを体験する大切な場として毎年実施して

います。

　開催に先立ち、各クラスでは体育の時間や休み時間を使って、まさに「練習の虫」となる児童たちの姿が見ら

れました。跳び手と回し手が声を掛け合い、息を合わせて跳ぶための作戦を練り、失敗してもすぐに気持ちを切

り替えて再挑戦する――。友達と一体となって困難を乗り越える経験を積み重ねてきました。

　そして迎えた本番当日。体育館は児童たちの熱気と歓声で包まれました。 「せーの！」、「まだいけるよ！」と 

力いっぱい回される大縄に合わせて、一人ひとりが集中力を高めて駆け抜け

ます。最高記録が出た時には、クラスメイトや先生、他の学年の児童たちか

らも大きな拍手と歓声が起こり、会場全体が大盛り上がりを見せました。

　回数を競うだけでなく、練習を通して深まったクラスの絆と、集会で見せ

た仲間を応援する温かい気持ちこそが、子どもたちにとって何よりの宝物と

なったことでしょう。子どもたちがこの経験を活かし、これからも学校生活

で活躍してくれることを期待しています。

学校めぐり

長沼高校

　11 月 11 日、１日防災学校を実施しました。午前中は防災標語づくり(国語科 )、水害の防止(理科 )、

救急救命の理論（保健体育科）など、各教科で防災を題材とした授業を実施しました。午後は地震を想

定した避難訓練を全校で実施したあと、各学年に分かれて段ボールベッドなどを使用した避難所の設営(１年

生 )、救急救命の実技講習(２年生 )、ビニール袋を利用した防災食づくり(３年生)に取り組みました。

　いつ発生するともわからない災害に対しては、日頃から防災や減災の意識を高めておくこと、有事の際には冷

静に対処して自らの生命と安全を確保するとともに、協力して他者の生命も尊重することが重要です。今回の取

り組みは、こうした意識や態度を育む良い機会となりました。

　実施にあたっては、役場や消防に協力をいただきました。ありがとうございました。

1 日防災学校

長沼中学校 球技大会
　12 月 17 日、球技大会がスポーツセンターで開催され、保体常任委員会の企画・運営のもと、学級対

抗でドッジボールのトーナメント戦を行いました。

　保体委員長の佐々木夢奈さん（２年生）は、「球技大会をさらに有意義なものにしたい」という思いで計画を立て、

事前のトーナメント表の作成や、当日の進行も行いました。白熱した試合が展開され、各クラスの団結力が高ま

り、全校生徒が一体となって盛り上がる球技大会となりました。

図書館だより図書館だより

▼

名 家族

著 葉真中顕　版 文藝春秋
「尼崎連続変死事件」をモチーフとした、ノン
ストップサスペンス

名 筒井康隆自伝

著 筒井康隆　版 文藝春秋
91歳、最後の文豪・筒井康隆が、自らの
人生を濃密な文体でつづる

名 うまれたての星　

著 大島真寿美　版 集英社
女の子が女の子のために物語を描き始めた“あ
の頃”を、あますところなく描き出す

名 �心と体が整うひとり薬膳せいろ

著 井澤由美子　版 日本文芸社

名 さよならジャバウォック

著 伊坂幸太郎　版 双葉社

名 �北方領土を知るための63章

著 名越健郎ほか　版 明石書店

名 �地図で見るパレスチナハンドブック

著 ピエール・ブランほか　版 原書房
悲劇の全貌が一目瞭然でわかるアトラス

名 �サッチャー「鉄の女」の実像

著 池本大輔　版 中央公論新社
新自由主義とは何だったのか

名 �92歳、小林まさるの脳トレスープ

著 小林まさる　監 川島隆太

版 Gakken

名 �ゆっくり歩く

著 小川公代　版 医学書院
新ケア論、母の遅さで

名 �言語学者、生成AIを危ぶむ

子どもにとって毒か薬か

著 川原繁人　版 朝日新聞出版

名 �辞書にないけどよく使う 手話単語

＆フレーズ392

著 鈴木隆子　版 池田書店

今月の新しい図書です

上記以外の新刊図書はこちらからご覧ください ▶
＊図書館カウンターでも配布しています

よ み き か せ や 映 画 会 に つ い て は

「情報カレンダー」をご覧ください

特集コーナーで「Ｒ７年に読んだ最高の１冊」を展示・貸出しています。
利用者の皆さんの「この１冊！」をこの機会に読んでみてください★

11 月 15 日、第３回子どもフェスティバルをりふれで開催しました（主催：長沼町青少年育成町民

会議　共催：長沼町教育委員会）。子どもたちの活躍を町民の皆さんに見ていただく場として開催し

ており、「あ・し・たコンクール表彰」と「中学生海外派遣研修報告」、「レクリエーション」の３つの

内容で行われました。レクリエーションは子どもリーダーが計画し、海外派遣研修の報告をした中学

生もお手伝いをするなど、会場全体が一体になって楽しいひとときを過ごしました。子どもと大人合

わせて約 90 名が参加し、子どもたちのいきいきとした姿が印象的でした。
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人形浄瑠璃「祝い唄」の様子


